
令和６（2024）年度 みよし市こども会議 実施要項 
 

みよし市こども未来部こども政策課 

 

１ 目的 

令和５（2023）年４月施行のこども基本法に基づき、新たに国のこども大綱が策定されまし

た。これまでの「少子化社会対策大綱」、「子ども・若者育成支援推進大綱」、「子どもの貧困対

策に関する大綱」の３つの大綱がこども大綱に一元化されたことから、本市においてもこども

大綱の内容を踏まえて「こども計画」を策定します。 

また、これに合わせて新たに「（仮称）こども基本条例」の制定を目指しています。 

これらの計画、条例を有用なものとし、かつ実効性をもたせるために、こどもの率直な意見

を反映させることは何よりも肝要であると考え、こども自身の参画の場を設けます。 

 

２ 開催時期 

  夏休み期間中に２回、冬休み期間中に１回の会議を予定しています 

  １回目（夏休み期間中）令和６（2024）年８月５日（月）  午後１時から午後４時 30分まで 

  ２回目（夏休み期間中）令和６（2024）年８月 23日（金） 午後１時から午後４時30分まで 

  ３回目（冬休み期間中）令和６（2024）年 12月26日（木） 午後１時から午後３時30分まで 

  ※終了時間は予定です   

     

３ 開催場所 

  みよし市役所 ３階 研修室 

 

４ 選出人数等 

区分 対象者 人数 選定方法 

小学生 市内小学校の在校生 小、中合わせて

２４名程度 

本人応募（小中学校を経由） 

中学生 市内中学校の在校生 

高校生 愛知県立三好高等学校の在校生 ４～６名 学校推薦を依頼 

 ※学年、性別は問わない 

 

５ こども会議の主な協議内容 

  １回目 

   ・趣旨説明 

   ・グループ討議（こども計画、（仮称）こども基本条例）  

   ・インタビュー  

  ２回目 

   ・グループ討議（こども計画、（仮称）こども基本条例）  

   ・インタビュー  

  ３回目 

   ・こども計画（案）、（仮称）こども基本条例（案）の報告 

  

資料２－１ 



６ こども会議の進め方、目指すもの 

  （１回目・２回目） 

   ・小、中、高の出席者を少人数のグループに分ける。 

・進行役としてファシリテーターを配置する。 

   ・１回の会議を前半、後半に分け、それぞれ、こども計画、（仮称）こども基本条例について

自由に意見を出しあう。 

   ・討議の合間にインタビューを行う。 

   ・グループ討議、インタビューで出された出席者の率直な意見をこども計画、（仮称）こど

も基本条例に反映させる。 

  （こども計画、（仮称）こども基本条例の作成） 

   ・こども会議での意見を反映した、こども未来会議での協議、検討 

  （３回目） 

・反映された内容等を出席者に情報共有する。 

 

７ こども計画策定・（仮称）こども基本条例制定までの流れ   

 

８ その他 

  会場へは各自で御参集ください。 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

Ⅰこども未来会議   ●   ●  ● ●  答申  

Ⅱこども計画            公表 

  分析・目標・案作成             

  パブリックコメント             

Ⅲ（仮称）こども基本条例            議会 

  案作成             

   パブリックコメント             

Ⅳ意見徴収             

  こども会議     ２回    １回    


